








































ではないかとさえ、私はひそかに思い始めているが、そういう時代認識はあまり聞かない。そもそも「南北朝文化」など 、この時期を特定して呼ぶこ すらない。南北朝争乱 混乱期で文化創出どころではなかったと うのが、お らく一般的な常識であろう。　
では、なぜ、そういうことがあり得た か。そのエネ ギーはど















るが、 「頼政」は『世子六十以後申楽談儀』に世阿弥の作と見える曲である。また、 それよりも古い世阿弥の伝書『三道』にも見える。『三道』の成立は応永三十年（一四二三）だから、 「頼政」がそれ以前の成立 ことが明らかである。　
仮に、 「頼政」が世阿弥壮年期の四十歳頃の作品とするなら、
一四〇三年頃という計算になる。 「通円」はそのパロディとしてその直後に成立しているとすれば、前述の一四〇三年前 成立という仮説にぴったり符合することになる。これを偶然 しくは恣意的な一致と片づけるのは簡単だが、そうではない可能性も考えておきたい。　
なお念のために付け加えるなら、 「通円」は『糺河原勧進猿楽日記』

















































































という狂言の設定もリアリティーを持ってくる。それがなくては作り得ないというわけではもちろんないし、それらの人物が通円の直接のモデルではないかもしれない。しかし少なくとも、 らの事実があるこ によって、 「通円」という狂言が作りやすい、もしくは作る動機になりうるとは言えよう。　
さらにうがって考えるなら、門前の臨時茶屋が出現し始めた頃の




その推定が正しいなら、 「通円」の成立は、東 に 前茶屋が最
初に出現した応永十年（一四〇三）に近い頃ではないかという仮説が成り立つ になる。　
よく知られているように、 「通円」は能「頼政」のパロディであ
るが、 「頼政」は『世子六十以後申楽談儀』に世阿弥の作と見える曲である。また、 それよりも古い世阿弥の伝書『三道』にも見える。『三道』の成立は応永三十年（一四二三）だから、 「頼政」がそれ以前の成立 ことが明らかである。　
仮に、 「頼政」が世阿弥壮年期の四十歳頃の作品とするなら、
一四〇三年頃という計算になる。 「通円」はそのパロディとしてその直後に成立しているとすれば、前述の一四〇三年前 成立という仮説にぴったり符合することになる。これを偶然 しくは恣意的な一致と片づけるのは簡単だが、そうではない可能性も考えておきたい。　
なお念のために付け加えるなら、 「通円」は『糺河原勧進猿楽日記』










































































































常識だった 考えられるので それを靱に巻くなど いうことは、神をも恐れぬ狂気の沙汰とも言えよう。それは通常はありえないとと見なければなるまい。　
つまり道誉の行為は、むしろ極めて異例なことであったわけであ




事的即興性もしくは風刺的面白さをねらって作られたと見 べきではないか。人の噂も七十五日というが、三ヶ月も れば世間から忘れられてしまう が常で る。この狂言は道誉の事件があ一三四〇年四月下旬から数ヶ月以内 成立した可能性が濃厚であると見ておきたい。つ り、 「靱猿」の舞台を見れば 道誉のことがすぐさま連想できるという時 的範囲である。その推定が正しければ、まさに南北朝まっただ中の成立ということ なる。　
また、この説の補強として、路上の猿飼（猿回し）つまり猿引き
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た場所であり、 そのことが 『太平記』 を通じて知られていたのである。　『太平記』を読み聞かせたり講釈する芸能は「太平記読み」として知られる。その発達は江戸時代になってからのことらし
（注６）
いが、室












に伝えられたと見るのが自然であろ 。つまり、入間川という地名は、新田義貞の鎌倉幕府攻略の手柄話の中で、南北朝期から繰り返し語られていたことが推測されるの る。それが「入間川」成立に関与していると考えてよいのではないか。そ なければ、関東の一地方の小さな地名が狂言の舞台およびその曲名になりえないであろう。　
その推測が正しいなら、狂言「入間川」の成立が南北朝期にまで





















流域、現在は入間市や入間郡になっているあたりの地名でもある。　『狂言辞典―事項編』 「入間川」の項には、 「昔、帰化人の部落のあったこのあたりには、逆言葉が使われたらしい」と説明されてる。入間川が舞台に用いられたのは おそらくそ いうことが背景になっているので ろう。　しかし、それにしても一般的な知名度はさほど高くない地名であ
る。交通機関が発達して時間的距離が短縮された現在でも、入間市または入間郡と聞いてその場所が特定できる人は、関東圏の人を除けばごく少ないと思われる。まして、中世に狂言が上演されていた京都界隈から見て、入間川は「はるか遠国の」縁遠い地名だったはずである。　
狂言「入間川」のシテである東国の大名は、 和泉流三宅派の場合、





































































れているのが、 「三ノ丸長者」 （三人長者） 、 「サルヒキ」 （靱猿） 、 「カクレミノ」 （隠れ笠または居杭） 、 「懐中」 （懐中聟） 、 「ヒゲカイタテ（髭櫓） 、 鬼ノマメ」 （節分） 、 「ギシャク」 （磁石） 、 「カラカサノ秀句」（秀句傘） 、 「ワラウチ」 （縄綯か太刀奪） 、 「餅クイ」 （業平餅）である。（　　
）内が現行曲名である。
